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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
システアミン塩酸塩は含まず２－アミノエタンチオールのみからなるシステアミンベース
を有効成分として含む、アルカリ無添加パーマ剤組成物。
【請求項２】
前記組成物のｐＨが９．３乃至９．７であることを特徴とする請求項１に記載のアルカリ
無添加パーマ剤組成物。
【請求項３】
前記システアミンベースを組成物の総重量を基準として０．１乃至１００重量パーセント
の量で含むことを特徴とする請求項１に記載のアルカリ無添加パーマ剤組成物。
【請求項４】
前記アルカリ無添加パーマ剤組成物がパーマネントウェーブ及びストレートナー用組成物
であることを特徴とする請求項１に記載のアルカリ無添加パーマ剤組成物。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明はシステアミンベース｛ｃｙｓｔｅａｍｉｎｅ　ｆｒｅｅ　ｂａｓｅ｝を含むパー
マ剤組成物に関するものであり、より具体的には、システアミンベースを有効性分として
含むアルカリ無添加パーマ剤組成物に関するものである。
【背景技術】
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【０００２】
毛髪は３つの層で構成されているが、毛髪の一番外側の層から毛表皮、毛皮質、毛髄質と
なっており、毛髪の主な部分である毛皮質は、主にケラチンという弾力性に富んだ纎維状
の硬蛋白質からできている。毛髪のケラチンは、各種アミノ酸の結合で成り立っているポ
リペプチドによって連結しているとともに、ポリペプチドとポリペプチドの間は、シスチ
ン結合、塩結合、水素結合等の側鎖高分子物質からできており、他のタンパク質に比べ硫
黄の含有量が多い。毛髪は、このような構造のケラチンで構成されていることから弾力性
があり、曲げてもまた元どおりに戻る性質を持っている。このような毛髪の弾力性を側鎖
の切断によって一時的に喪失させた後、新たな位置に再結合させることにより思い通りの
ウェーブを形成させることがパーマネントウェーブ及びストレート用パーマ剤の原理であ
る。
【０００３】
毛髪にウェーブ及びストレート等のパーマ効果を付与するパーマネントウェーブ及びスト
レート用パーマ（ｐｅｒｍ）剤は、一般的に還元性第１剤と酸化性第２剤から構成される
が、具体的にはチオグリコール酸、チオグリコール酸の塩類、チオグリコール酸エステル
、システイン、システインの塩類及びシステインのアセチル誘導体等の還元性物質を含む
還元性第１剤により毛髪内のシスチン結合を還元させ、ここに過酸化水素水または臭素酸
ナトリウムの酸化性物質を含む酸化性第２剤による酸化再結合によりウェーブ及びストレ
ート等を形成させる。また、その効果及び使用性を高めるため、アルカリ剤、浸透剤、安
定剤、湿潤剤、養毛剤、着色剤、乳化剤、香料等を使用している。
【０００４】
還元性第１剤は、主剤及び使用法によりチオグリコール酸またはその塩類を主成分とする
コールド２浴式パーマネントウェーブ剤、システインを主成分とするコールド２浴式パー
マネントウェーブ剤、チオグリコール酸またはその塩類を主成分とする加温２浴式パーマ
ネントウェーブ剤、システインまたはその塩類を主成分とする加温２浴式パーマネントウ
ェーブ剤、チオグリコール酸またはその塩類を主成分とするコールド２浴式縮毛矯正用ス
トレートクリーム、チオグリコール酸またはその塩類を主成分とするコールド２浴式パー
マネントウェーブ剤、チオグリコール酸またはその塩類を主成分とする第１剤の使用時に
調剤する発熱２浴式パーマネントウェーブ剤、チオグリコール酸またはその塩類を主成分
とする加温２浴式縮毛矯正用ストレートクリーム、チオグリコール酸または塩類を主成分
とする高温整髪用熱器具を使用する加温２浴式に区分されており、梯形状に液状、ローシ
ョン状、クリーム状に分類されている。
【０００５】
このような還元性第１剤は、アルカリ剤を必須成分として使用しており、またそのアルカ
リ剤には、アンモニア水、エタノールアミン、トリエタノールアミン等のアミノアルコー
ル類を使用しているが、このようなアルカリ剤の使用により、還元性第１剤のｐＨは８．
９～１０．０の範囲でアルカリ性領域を構成する。前記のようにアルカリ性を示す還元性
第１剤は、アルカリ剤の使用により毛髪を効果的に膨潤させ、膨潤した毛髪内部に還元性
第１剤は容易に浸透することができるが、このような毛髪の膨潤は、結局毛髪損傷の原因
となる。
【０００６】
また、酸化性第２剤は酸化剤であり、過酸化水素水及び臭素酸ナトリウムの使用によって
膨潤した毛髪を容易に酸化させることができるが、毛髪損傷及び頭皮刺激の原因となり、
施術時間についても３０分以上を要する。すなわち、既存のパーマネントェーブ及びスト
レートナー用還元性及び酸化性製剤は、毛髪のケラチン結合を還元・切断・酸化・再結合
させる化学的施術を３０分以上適用することにより毛髪の損傷及び頭皮刺激を惹き起こし
、また長期間の毛髪の過度な膨潤により施術後に還元剤及び還元後の還元性物質が膨潤し
た毛髪に残留して悪臭を残すこととなる。
【０００７】
一方、前記の既存の還元性第１剤及び酸化性第２剤の頭皮及び毛髪損傷等の問題点を解決
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するため、ビタミン等の多くの機能性物質を添加して使用する方法等が提示されているが
、これらの機能性成分には、パーマ剤を構成する還元剤、酸化剤及びアルカリ剤等により
分解または破壊され、甚だしくは水溶液状でも分解される傾向があり、パーマ剤との混合
使用が不可能となる問題点がある。このような問題点を解決し、前記機能性物質の有効性
を高めるための研究の一環としてＷ／Ｏ型乳化、リポゾーム、マイクロカプセル方式を選
択して製剤化する方法が提示されているが、その有効性は確保されていない。
【０００８】
現在広く使われているシステアミンパーマ剤は、還元剤にシステアミン塩酸塩を原料とし
て使用していることからパーマ剤製造時に毛髪の膨潤のためにｐＨを９．０～９．５に調
整しなければならない。一般的な還元剤は、たいてい酸性物質であることからパーマ剤製
造時に多量のアルカリ剤（例えば、アンモニア、モノエタノールアミン）を使用しなけれ
ばならない。この時発生する塩（塩化アンモニウム、モノエタノールアミン塩酸塩）はパ
ーマ剤にそのまま存在することとなり、パーマ施術時の毛髪損傷、悪臭等を誘発させる問
題点がある。
【０００９】
本発明者はこのような問題点を解決することのできるパーマ剤を開発すべく研究を重ねた
結果、塩酸塩を除去した純粋なシステアミンベースを使用することで、アルカリを全く添
加せずにそれ自体のｐＨ（９．５）を利用することのできる純粋なパーマ剤を開発し、本
発明を完成させた。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
したがって、本発明で解決しようとする技術的課題は、パーマ施術時の毛髪損傷及び悪臭
を制御することのできるパーマ剤を提供するためのものである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
前記の技術的課題を解決するため、本発明は、システアミンベースを有効成分として含む
パーマ剤組成物を提供する。
【発明の効果】
【００１２】
上述したように、本発明によるパーマ剤組成物は、システアミンベース自体、アミノ基に
よりｐＨが９．５程度であることから、アルカリ剤を別途添加せずとも充分な毛髪膨潤を
誘導することができ、ウェーブまたはストレートの形成力においても既存のパーマ剤と比
べて全く劣らない。また、既存のパーマ剤の場合、残存塩酸とアルカリ剤の中和により発
生するモノエタノールアミン塩酸塩がパーマ剤に残留して毛髪を損傷させるのとは異なり
、本発明のパーマ剤は、毛髪及び頭皮損傷を著しく緩和させるだけでなく、施術時または
施術後に発生する悪臭を著しく減らすことができる。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
本発明のパーマ剤組成物は、システアミンベースを有効成分として含むことを特徴とする
。
【００１４】
本発明のパーマ剤組成物に使用されるシステアミンベースは、分子量が７７．１５である
、アルカリを添加しないパーマ還元剤である。
【００１５】
本発明のパーマ剤組成物は、システアミンベースを組成物の総重量を基準として０．１乃
至１００重量パーセントの量で含むことができる。
【００１６】
本発明のパーマ剤組成物は、ｐＨ９．３乃至９．７、好ましくはｐＨ９．５である。
【００１７】
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本発明で使用するシステアミンベースは、それ自体、アミノ基によりｐＨが９．５程度で
あることから、アルカリ剤を添加せずとも充分な毛髪膨潤を誘導することができる。
【００１８】
本発明のパーマ剤組成物は、通常パーマ剤に添加される増粘剤、香料、界面活性剤、毛髪
保護剤、安定剤、保湿剤、金属封鎖剤、着色剤、乳化剤、精製水等を含有することがある
が、前記界面活性剤にはポリソルベート、ラウリル硫酸ナトリウム、セテアレス、ステア
レス等を選択して使用することができ、全体の組成物重量に対して０．１～５重量パーセ
ント使用するのが好ましい。
【００１９】
前記毛髪保護剤には、第四級アンモニウム塩類、ポリクウォータニウム類等を選択して使
用することができ、全体の組成物重量に対して０．０５～１重量パーセント使用すること
が好ましい。
【００２０】
前記安定剤には、カボモ類、セルロース類、クエン酸及びその塩類、リン酸及びその塩類
等を選択して使用することができ、全体の組成物重量に対して０．１～３重量パーセント
使用することが好ましい。
【００２１】
前記保湿剤には、グリセリン、プロピレングリコール、ヨウ素、グリセリン、ブチレング
リコール等を選択して使用することができ、全体の組成物重量に対して３～１５重量パー
セント使用することが好ましい。
【００２２】
前記金属封鎖剤には、エチドロニック酸、エチドロン酸ナトリウム、ジソジウムＥＤＴＡ
、テトラソジウムＥＤＴＡ等を選択して使用することができ、全体の組成物重量に対して
０．１～３重量パーセント使用することが好ましい。
【００２３】
その他、必要に応じ、本発明の目的を阻害しない水準でパーマ剤組成物に使用可能な成分
を当業者の選択により適切に選択使用することができる。
【００２４】
本発明のパーマ剤組成物は、パーマネントウェーブ及びストレートナー用の組成物とする
ことができる。
【００２５】
上述したように、本発明によるパーマ剤組成物は、システアミンベース自体、アミノ基に
よりｐＨが９．５程度であることから、アルカリ剤を別途添加せずとも充分な毛髪膨潤を
誘導することができ、ウェーブまたはストレートの形成力においても既存のパーマ剤と比
べて全く劣らない。また、既存のパーマ剤の場合、残存塩酸とアルカリ剤の中和により発
生するモノエタノールアミン塩酸塩がパーマ剤に残留して毛髪を損傷させるのとは異なり
、本発明のパーマ剤は、毛髪及び頭皮損傷を著しく緩和させるだけでなく、施術時または
施術後に発生する悪臭を著しく減らすことができる。
【００２６】
以下に、本発明の理解を助けるために実施例等を挙げて詳細に説明する。但し、本発明に
よる実施例は、様々な異なる形態に変形されることができ、本発明の範囲は下記の実施例
に限定されるものと解釈されてはならない。本発明の実施例は、当業界において平均的な
知識を持つ者に対し、本発明をより完全に説明するために提供されるものである。
【実施例１】
【００２７】
パーマ還元剤の同一当量における消費アルカリ測定
下記表１に示すとおり、各パーマ還元剤の同一当量における消費アルカリを測定した。そ
の結果は、下記表２に示した。
【００２８】
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【表１】

【００２９】
条件：１）還元剤濃度／０．５当量
２）ｐＨ／９．５
３）アルカリ剤／モノエタノールアミン
４）用量／１００ｇ パーマ剤
【００３０】

【表２】

【００３１】
前記表２から、本発明で使用するシステアミンベースは、アルカリを全く消費しないこと
がわかる。
【実施例２】
【００３２】
パーマ還元剤の同一当量パーマのウェーブ効果測定
前記表１に示したそれぞれのパーマ還元剤の同一当量パーマのウェーブ効果を下記の条件
で測定し、その結果を表3に示した。▲ 弱い、△ 普通、◎ 良好、○ 大変良好で表記し
た。
【００３３】
条件 : １） 毛髪／健康毛
２）還元剤濃度／０．５当量
３）ｐＨ／９．５
４）アルカリ剤／モノエタノールアミン
５）放置時間３０分、未加熱
６）酸化剤／過酸化水素水
【００３４】
【表３】
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【００３５】
前記表３から、本発明のシステアミンベースは、ウェーブ効果が非常に優秀であることが
わかる。
【実施例３】
【００３６】
システアミンベースパーマ剤の毛髪損傷度測定
下記の条件で本発明のシステアミンベース（ＨＳ－ＣＨ２－ＣＨ２－ＮＨ２）パーマ剤の
毛髪損傷度を測定し、その結果を下記表４に示した。比較のため、システアミン塩酸塩（
ＨＳ－ＣＨ２－ＣＨ２－ＮＨ２．ＨＣＬ）を使用した。
【００３７】
条件：１）毛髪／健康毛
２）還元剤濃度／０．５当量
３）ｐＨ／９．５
４）アルカリ剤／モノエタノールアミン
５）放置時間３０分、未加熱
６）酸化剤／過酸化水素水
【００３８】
【表４】

【００３９】
前記表４から、本発明のシステアミンベースでは、毛髪損傷が既存のパーマ還元剤である
システアミン塩酸塩に比べて非常に良好であることがわかる。
【実施例４】
【００４０】
システアミンベースパーマ剤施術後の臭い測定
下記の条件で本発明のシステアミンベース（ＨＳ－ＣＨ２－ＣＨ２－ＮＨ２）パーマ剤施
術後の臭いを測定し、その結果を下記表５に示した。比較のためにシステアミン塩酸塩（
ＨＳ－ＣＨ２－ＣＨ２－ＮＨ２．ＨＣＬ）を使用した。
【００４１】
　条件：１）毛髪／健康毛
　２）還元剤濃度／０．５当量
　３）ｐＨ／９．５
　４）アルカリ剤／モノエタノールアミン
　５）放置時間３０分、未加熱
　６）酸化剤／過酸化水素水
【００４２】
【表５】

【００４３】
前記表５から、本発明のシステアミンベースでは、施術後の臭いが格段に減少しているこ
とがわかる。
【産業上の利用可能性】
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【００４４】
上述したように、本発明によるパーマ剤組成物は、システアミンベース自体、アミノ基に
よりｐＨが９．５程度であることから、アルカリ剤を別途添加せずとも充分な毛髪膨潤を
誘導することができ、ウェーブまたはストレートの形成力においても既存のパーマ剤と比
べて全く劣らない。また、既存のパーマ剤の場合、残存塩酸とアルカリ剤の中和により発
生するモノエタノールアミン塩酸塩がパーマ剤に残留して毛髪を損傷させるのとは異なり
、本発明のパーマ剤は、毛髪及び頭皮損傷を著しく緩和させるだけでなく、施術時または
施術後に発生する悪臭を著しく減らすことができる。したがって、本発明のシステアミン
ベースパーマ剤組成物は、当分野において非常に有用に使用することができるものと期待
される。
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